
日常生活に必要となる、姿勢の保持や上肢や下肢の運動・動作の習得を図っていきます。また、遊びを通して保有する視覚・聴覚・触覚などを十分に活用できるよう支援し
ていきます。感覚や認知の特性（感覚の過敏や鈍麻）を踏まえた感覚の偏りに対する環境調整などの支援も行っていきます。

視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分に活用して、必要な情報を収集して認知機能の発達を促す支援に取り組みます。認知の特性を踏まえ、自分に入ってくる情報を適切に処
理できるよう支援し、認知の偏りなどの個々の特性に考慮した対応を行っていきます。物の機能や属性、音などが変化する様子、空間・時間などの概念の形成を図り、認知
や行動の手がかりとして活用できるよう支援していきます。

言葉だけではなく、身振りやサインなどのコミュニケーション手段を活用して、子ども自ら気持ちや考えを表現できるよう支援していきます。そして、他者の気持ちを理解
することや環境の理解をすることができるよう支援していきます。また、個々の特性に応じて読み書きの能力が向上するよう支援を行います。

信頼関係を基盤として、周囲の人と安定した関係を形成できるよう支援していきます。集団での遊びを通して、役割分担や手順、ルールの重要性を理解し、自分の気持ちや
行動のコントロールができるよう支援し、社会性が育まれるよう取り組んでいきます。


